
平成 20 年 (ネ )第 2929 号 損害賠償控訴事件

口頭弁論期日変更申立書
控訴人 (第一審原告 ) m r k o n o

被控訴人 (第一審被告 ) 国

代表者法務大臣 保 岡 興 治

上記当事者間の東京高等裁判所平成 20 年 (ネ )第 2929 号損害賠償請求控訴事件

〔平成 20 年 4 月 25 日判決言渡・同年 4 月 30 日控訴〕につき、控訴人は下記の通

り口頭弁論期日の延期を申し立てする。

付属書類

(1) 甲第 25 号証の写し 1 通

(2) 証拠説明書 (壱 ) 1 通

平成 20 年 8 月 14 日

上記控訴人 m r k o n o

東京高等裁判所第 19 民事部ハイ係 御 中

記

◎口頭弁論期日変更申立の理由

1.木村富士子氏からの権利譲受 (典型的な交換契約 )を、訴訟信託だと牽強付会する

原判決 (控訴人に対する名誉毀損行為 )には多大の不服があり控訴した。しかし、そ

の後の平成 2 0 年 5 月 5 日に控訴人と木村富士子氏との間に、新たに「無償返還契

約 (甲第 24 号証 )」が成立し、控訴人は請求の基礎 (訴えの利益 )を失う事となった。

したがって、民事訴訟法第 261 条 1 項による「訴え全部の取り下げ」を平成 20 年

5 月 7 日に行い訴訟の終結を申し立てした。しかし去る 7 月 24 日に確認したところ、

被控訴人が不同意書面を提出していた事実が判明した。

2.加えて甲第 25 号証からも明らかなとおり、被控訴人提出の乙号証が捏造されたも

のである嫌疑も濃厚となった。

3.以上簡略に述べたとおり大きな事情の変化があり、私的利益のみならず国家公益

の見地からも準備書面 (壱 )を提出して黒白を決しなければならなくなった。

4. 被控訴人からの答弁書を拝見し、相応の準備書面作成に要する期間が必要とされ

るので、ここに相当期間の口頭弁論期日の延期を申立するものであります。

以上控訴人 m r k o n o


